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研究テーマ 潰瘍性大腸炎関連腫瘍サーベイランス内視鏡精度向上

所属  炎症性腸疾患内科 特命教授 渡邊 憲治
https://researchmap.jp/Kenji-Watanabe

研究分野 炎症性腸疾患の病態、診断、治療。大腸腫瘍性病変の内視鏡的診断と治療。 小腸疾患。

キーワード 炎症性腸疾患、潰瘍性大腸炎、腫瘍、dysplasia、癌、サーベイランス内視鏡

研究室URL： http://www.med.u-toyama.ac.jp/inter3/patient/ibd.html

研究の背景及び目的

・高精度のサーベイランス内視鏡でlow grade dysplasiaの段階で病変を発見
できれば、外科手術による大腸全摘術でなく内視鏡的切除で治療できる可能
性がある。
・研究者は厚労省研究班の本分野のプロジェクトや大腸癌研究会のガイドラ
イン、国内多施設研究の研究責任者等を通じて本分野の研究を長年継続して
きた。この経験により、径5mm以下のlow grade
dysplasiaの段階で発見するサーベイランス内視鏡を実践している。

期待される効果・応用分野

・潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡の効率化と精度向上
・潰瘍性大腸炎関連腫瘍早期発見による外科手術回避と予後向上
・潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡のAI診断
・潰瘍性大腸炎関連腫瘍早期発見のためのバイオマーカー開発
・潰瘍性大腸炎関連腫瘍の分子生物学的検討

■ 共同研究・特許など
・潰瘍性大腸炎関連腫瘍サーベイランス内視鏡におけるNBI（narrow band
imaging）の検討と診断
アルゴリズムの作成（Navigator Study）
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